
有機材料合成化学Ｂ・試験問題 

 

問１． 

 以下の高分子材料について、モノマーおよび生成ポリマーの化学構造を明示し、合成プロセス（開始剤・

触媒の特徴）を説明せよ。また、それぞれの高分子材料の用途例を挙げよ。  

1. iso-Poly(propylene) (PP)         2. Poly(isobutene) (Butyl Rubber) 

3. Polyimide (PI)                4. Poly(vinyl chloride) (PVC) 

5. Nylon-6 

 

問２． 

 イソブタンと四塩化炭素の混合物は 130℃で安定だが、少量の t-ブチルパーオキシドを添加すると速や

かに反応が生じる。この反応のメカニズムと主要生成物を素反応を示して説明せよ。 

 

問３． 

 ア）ラジカル重合の重合反応速度（Ｒｐ）と、モノマー濃度（Ｍ）および開始剤濃度（Ｉ）との関係式を導け。

また、動力学的連鎖長（ν）と生成物の重合度（ＤＰ）との関係について、連鎖移動反応を考慮して説明せ

よ。 

 イ）ラジカル共重合のモノマー反応性比（ｒ1，ｒ2）を、共重合素反応の生長反応速度定数 

（ｋ１１，ｋ１２，ｋ２１，ｋ２２）を用いて表せ。 

 ウ）スチレン（Ｍ１）とメタクリル酸メチル（Ｍ２）のラジカル共重合では、ｒ1=0.52、ｒ2=0.46 となった。スチレンと

メタクリル酸メチル酸の共重合反応で得られる生成物の組成の特徴を説明せよ。 

 

問４． 

 熱可塑性エラストマーとなるブロック共重合体の化学構造と合成方法について実例を挙げて説明せよ。 

 

問５． 

 重縮合反応によるナイロン－6，10 の合成経路を化学式で示し、等モル反応での生成高分子の重合度

（ｎ）とモノマー反応度（ｐ）の関係式を導け。また、ジアミン成分が 1mol%過剰のときの生成高分子の構造の

特徴と最高到達重合度を求めよ。 

 

おまけ 

 今回の講義に対する感想、意見等を書いてください。  



有機材料合成化学Ｂ・試験問題/略解 

 

問１． 

 省略：高分子材料の教科書（例えば「高分子材料化学」）参照。  

 

問２． 

 例えば「ボルハルト・ショアー 現代有機化学」上巻第 3章参照。 

 

問３． 

 ア）「新訂高分子合成反応」 pp.10-15, pp.25-29 参照。 

 イ）「新訂高分子合成反応」 pp.59-62 参照。 

 ウ）「新訂高分子合成反応」 pp.64-65 参照。 

 

問４． 

 「高分子材料化学」 pp.90-91 参照。 

 

問５． 

 「高分子の分子量」pp.40-43 参照。 

 

 

 


